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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に対する画像の印刷を該封書の通単位
で行う画像形成装置において、
　前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に印刷された前記画像中の
、前記用紙を用いて前記封入封緘装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情
報をコード化した通識別用コードを読み取るコード読取手段と、
　前記画像形成装置における前記用紙の搬送エラーの発生を検出するエラー検出手段と、
　前記エラー検出手段が検出した前記搬送エラーの内容と、前記コード読取手段が読み取
った前記通識別用コードの内容とに基づいて、報知対象の前記封書の通を特定する通特定
手段と、
　各通の前記封書を構成する前記用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報を
各通に対応する前記通識別情報と関連づけた通別印刷内容テーブルから、前記通特定手段
が特定した通の前記封書を構成する前記用紙から前記コード読取手段が読み取った前記通
識別用コードの前記通識別情報に関連づけられた前記印刷内容情報を検索する検索手段と
、
　前記検索手段が検索した前記印刷内容情報をディスプレイに表示させる情報表示手段と
、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
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　前記エラー検出手段は、前記用紙の重送を前記搬送エラーとして検出し、前記通特定手
段は、前記エラー検出手段が検出した重送の前記用紙を用いて前記封入封緘装置が作成し
た前記封書の通を前記報知対象として特定し、前記情報表示手段は、前記検索手段が検索
した前記印刷内容情報を、重送の前記用紙を用いて前記封入封緘装置が作成した取り除き
対象の前記封書の前記印刷内容情報として前記ディスプレイに表示させることを特徴とす
る請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に対する画像の印刷を該封書の通単位
で行う画像形成装置において、
　前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に印刷された前記画像中の
、前記用紙を用いて前記封入封緘装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情
報をコード化した通識別用コードを読み取るコード読取手段と、
　前記用紙の搬送エラーの発生を検出するエラー検出手段と、
　前記エラー検出手段が検出した前記搬送エラーの内容に基づいて、報知対象の前記封書
の通を特定する通特定手段と、
　各通の前記封書を構成する前記用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報を
各通に対応する前記通識別情報と関連づけた通別印刷内容テーブルから、前記通特定手段
が特定した通の前記封書を構成する前記用紙から前記コード読取手段が読み取った前記通
識別用コードの前記通識別情報に関連づけられた前記印刷内容情報を検索する検索手段と
、
　前記検索手段が検索した前記印刷内容情報をディスプレイに表示させる情報表示手段と
を備え、
　前記コード読取手段は、前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に
印刷された前記画像中の、前記用紙の次に前記封入封緘装置に対して排紙される用紙を用
いて該封入封緘装置が作成する前記封書の通を識別する次用紙通識別情報をコード化した
次用紙通識別用コードをさらに読み取り、
　前記通特定手段は、前記エラー検出手段が検出した搬送エラーの対象用紙の前に前記封
入封緘装置に排紙された最後の用紙を特定すると共に、該特定した用紙から前記コード読
取手段が読み取った前記次用紙通識別用コードの前記次用紙通識別情報に対応する通を前
記報知対象として特定し、
　前記情報表示手段は、前記検索手段が検索した前記印刷内容情報を、前記エラー検出手
段が検出した前記搬送エラーの解消後に印刷を再開する際に最初に印刷する通の前記封書
の前記印刷内容情報として前記ディスプレイに表示させる、
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　前記エラー検出手段は、前記用紙の重送を前記搬送エラーとして検出し、前記通特定手
段は、前記エラー検出手段が検出した重送の前記用紙を用いて前記封入封緘装置が作成し
た前記封書の通を前記報知対象として特定し、前記情報表示手段は、前記検索手段が検索
した前記印刷内容情報を、重送の前記用紙を用いて前記封入封緘装置が作成した取り除き
対象の前記封書の前記印刷内容情報として前記ディスプレイに表示させることを特徴とす
る請求項３記載の画像形成装置。
【請求項５】
　端末からの印刷ジョブに基づいて、封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に
対する画像の印刷を画像形成装置により前記封書の通単位で行う画像形成システムにおい
て、
　前記端末に設けられ、前記封書を構成する用紙に対して、該用紙を用いて前記封入封緘
装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情報をコード化した通識別用コード
を含む画像の印刷を指示する前記印刷ジョブを前記画像形成装置に出力するプリンタドラ
イバ部と、
　前記端末に設けられ、前記通識別情報と該通識別情報に対応する通の前記封書を構成す
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る用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報とを各通毎に関連づけた通識別印
刷内容テーブルの情報を、前記印刷ジョブと共に前記画像形成装置に出力する通情報出力
手段とを備え、
　前記画像形成装置として、請求項１又は２記載の画像形成装置を用いた、
　ことを特徴とする画像形成システム。
【請求項６】
　端末からの印刷ジョブに基づいて、封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に
対する画像の印刷を画像形成装置により前記封書の通単位で行う画像形成システムにおい
て、
　前記端末に設けられ、前記封書を構成する用紙に対して、該用紙を用いて前記封入封緘
装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情報をコード化した通識別用コード
と、前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に印刷された前記画像中
の、前記用紙の次に前記封入封緘装置に対して排紙される用紙を用いて該封入封緘装置が
作成する前記封書の通を識別する次用紙通識別情報をコード化した次用紙通識別用コード
とを含む画像の印刷を指示する前記印刷ジョブを前記画像形成装置に出力するプリンタド
ライバ部と、
　前記端末に設けられ、前記通識別情報と該通識別情報に対応する通の前記封書を構成す
る用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報とを各通毎に関連づけた通識別印
刷内容テーブルの情報を、前記印刷ジョブと共に前記画像形成装置に出力する通情報出力
手段とを備え、
　前記画像形成装置として、請求項３又は４記載の画像形成装置を用いた、
　ことを特徴とする画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末からの印刷ジョブに基づいて、封入封緘装置により作成する封書を構成
する用紙に対する画像の印刷を画像形成装置により封書の通単位で行う画像形成システム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　封筒に内容物を封入し封緘した状態の封書を作成する封入封緘システムでは、画像形成
装置で印刷した内容物用紙及び封筒用紙を封入封緘装置においてそれぞれ折り畳む等して
内容物及び封筒を形成し、内容物を封入した封筒用紙を封緘することで、封書を作成する
。
【０００３】
　このとき、画像形成装置においてジャムや重送等の用紙搬送エラーが生じると内容物用
紙や封筒用紙に対する印刷処理が停止され、それまでに画像形成装置から排出された各用
紙に対する封入封緘処理が用紙の排紙順に応じて封入封緘装置において行われる。即ち、
画像形成装置が用紙搬送エラーで停止しても、それまでに画像形成装置から排紙された用
紙に対しては封入封緘装置が封入封緘処理を行うことができる。
【０００４】
　ところで、画像形成装置における用紙搬送エラーの発生時には、エラーに関連したペー
ジから印刷を再開させる必要がある。そこで、用紙搬送エラーの発生時に、正常に排紙さ
れた最後のページのイメージデータをディスプレイに表示させ、その前後のページをユー
ザに印刷再開ページとして指定させる技術が提案されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４３２８０５９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、封入封緘システムにおいて画像形成装置が用紙搬送エラーで停止すると、画
像形成装置からの用紙の排出が停止するのに伴い、封入封緘装置における封入封緘処理も
停止する。このため、画像形成装置で印刷を再開する際には、封入封緘装置で最後に作成
された封書の次に作成する封書の内容物用紙や封筒用紙から、封書単位で印刷を再開する
必要がある。
【０００７】
　また、画像形成装置で発生した用紙搬送エラーが重送である場合は、画像形成装置の用
紙搬送経路上に設けた紙厚センサが同一サイズの用紙の検出紙厚どうしを比較して重送を
検出した時点で、重送された用紙が画像形成装置から既に排出され、これを用いて封入封
緘装置が封書を作成し終えていることがある。
【０００８】
　そのときには、重送された内容物用紙や封筒用紙で作成された封書を、作成された封書
の中から取り除くことが望ましい。また、重送された用紙内容物用紙や封筒用紙から封書
単位で、画像形成装置による印刷を再開する必要がある。
【０００９】
　このように、封入封緘システムの画像形成装置で用紙搬送エラーが発生した場合に求め
られる、封書単位での印刷再開やエラー対象の用紙を用いて作成された封書の排除に対し
ては、正常に排紙された最後のページのイメージデータをディスプレイに表示させる従来
の提案は、有効な効果を発揮することができない。
【００１０】
　本発明は前記事情に鑑みなされたもので、本発明の目的は、端末からの印刷ジョブに基
づいて、封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に対する画像の印刷を画像形成
装置により封書の通単位で行う際に、画像形成装置において印刷停止を伴う用紙搬送等の
エラーが発生した場合に、印刷再開に際して有効な情報を提示できる画像形成装置及び画
像形成システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載した本発明の画像形成装置は、
　封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に対する画像の印刷を該封書の通単位
で行う画像形成装置において、
　前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に印刷された前記画像中の
、前記用紙を用いて前記封入封緘装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情
報をコード化した通識別用コードを読み取るコード読取手段と、
　前記画像形成装置における前記用紙の搬送エラーの発生を検出するエラー検出手段と、
　前記エラー検出手段が検出した前記搬送エラーの内容と、前記コード読取手段が読み取
った前記通識別用コードの内容とに基づいて、報知対象の前記封書の通を特定する通特定
手段と、
　各通の前記封書を構成する前記用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報を
各通に対応する前記通識別情報と関連づけた通別印刷内容テーブルから、前記通特定手段
が特定した通の前記封書を構成する前記用紙から前記コード読取手段が読み取った前記通
識別用コードの前記通識別情報に関連づけられた前記印刷内容情報を検索する検索手段と
、
　前記検索手段が検索した前記印刷内容情報をディスプレイに表示させる情報表示手段と
、
　を備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項２に記載した本発明の画像形成装置は、請求項１に記載した本発明の画像
形成装置において、前記エラー検出手段は、前記用紙の重送を前記搬送エラーとして検出
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し、前記通特定手段は、前記エラー検出手段が検出した重送の前記用紙を用いて前記封入
封緘装置が作成した前記封書の通を前記報知対象として特定し、前記情報表示手段は、前
記検索手段が検索した前記印刷内容情報を、重送の前記用紙を用いて前記封入封緘装置が
作成した取り除き対象の前記封書の前記印刷内容情報として前記ディスプレイに表示させ
ることを特徴とする。
【００１３】
　さらに、請求項３に記載した本発明の画像形成装置は、
　封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に対する画像の印刷を該封書の通単位
で行う画像形成装置において、
　前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に印刷された前記画像中の
、前記用紙を用いて前記封入封緘装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情
報をコード化した通識別用コードを読み取るコード読取手段と、
　前記用紙の搬送エラーの発生を検出するエラー検出手段と、
　前記エラー検出手段が検出した前記搬送エラーの内容に基づいて、報知対象の前記封書
の通を特定する通特定手段と、
　各通の前記封書を構成する前記用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報を
各通に対応する前記通識別情報と関連づけた通別印刷内容テーブルから、前記通特定手段
が特定した通の前記封書を構成する前記用紙から前記コード読取手段が読み取った前記通
識別用コードの前記通識別情報に関連づけられた前記印刷内容情報を検索する検索手段と
、
　前記検索手段が検索した前記印刷内容情報をディスプレイに表示させる情報表示手段と
を備え、
　前記コード読取手段は、前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に
印刷された前記画像中の、前記用紙の次に前記封入封緘装置に対して排紙される用紙を用
いて該封入封緘装置が作成する前記封書の通を識別する次用紙通識別情報をコード化した
次用紙通識別用コードをさらに読み取り、前記通特定手段は、前記エラー検出手段が検出
した搬送エラーの対象用紙の前に前記封入封緘装置に排紙された最後の用紙を特定すると
共に、該特定した用紙から前記コード読取手段が読み取った前記次用紙通識別用コードの
前記次用紙通識別情報に対応する通を前記報知対象として特定し、前記情報表示手段は、
前記検索手段が検索した前記印刷内容情報を、前記エラー検出手段が検出した前記搬送エ
ラーの解消後に印刷を再開する際に最初に印刷する通の前記封書の前記印刷内容情報とし
て前記ディスプレイに表示させることを特徴とする。
　また、請求項４に記載した本発明の画像形成装置は、請求項３に記載した本発明の画像
形成装置において、前記エラー検出手段は、前記用紙の重送を前記搬送エラーとして検出
し、前記通特定手段は、前記エラー検出手段が検出した重送の前記用紙を用いて前記封入
封緘装置が作成した前記封書の通を前記報知対象として特定し、前記情報表示手段は、前
記検索手段が検索した前記印刷内容情報を、重送の前記用紙を用いて前記封入封緘装置が
作成した取り除き対象の前記封書の前記印刷内容情報として前記ディスプレイに表示させ
ることを特徴とする。
【００１４】
　また、上記目的を達成するため、請求項５に記載した本発明の画像形成システムは、
　端末からの印刷ジョブに基づいて、封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に
対する画像の印刷を画像形成装置により前記封書の通単位で行う画像形成システムにおい
て、
　前記端末に設けられ、前記封書を構成する用紙に対して、該用紙を用いて前記封入封緘
装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情報をコード化した通識別用コード
を含む画像の印刷を指示する前記印刷ジョブを前記画像形成装置に出力するプリンタドラ
イバ部と、
　前記端末に設けられ、前記通識別情報と該通識別情報に対応する通の前記封書を構成す
る用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報とを各通毎に関連づけた通識別印
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刷内容テーブルの情報を、前記印刷ジョブと共に前記画像形成装置に出力する通情報出力
手段とを備え、
　前記画像形成装置として、請求項１又は２記載の画像形成装置を用いた、
　ことを特徴とする。
【００１５】
　さらに、上記目的を達成するため、請求項６に記載した本発明の画像形成システムは、
　端末からの印刷ジョブに基づいて、封入封緘装置により作成する封書を構成する用紙に
対する画像の印刷を画像形成装置により前記封書の通単位で行う画像形成システムにおい
て、
　前記端末に設けられ、前記封書を構成する用紙に対して、該用紙を用いて前記封入封緘
装置により作成される前記封書の通を識別する通識別情報をコード化した通識別用コード
と、前記封入封緘装置に対して排紙される前記用紙から、該用紙に印刷された前記画像中
の、前記用紙の次に前記封入封緘装置に対して排紙される用紙を用いて該封入封緘装置が
作成する前記封書の通を識別する次用紙通識別情報をコード化した次用紙通識別用コード
とを含む画像の印刷を指示する前記印刷ジョブを前記画像形成装置に出力するプリンタド
ライバ部と、
　前記端末に設けられ、前記通識別情報と該通識別情報に対応する通の前記封書を構成す
る用紙に印刷される前記画像の内容を示す印刷内容情報とを各通毎に関連づけた通識別印
刷内容テーブルの情報を、前記印刷ジョブと共に前記画像形成装置に出力する通情報出力
手段とを備え、
　前記画像形成装置として、請求項３又は４記載の画像形成装置を用いた、
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、端末からの印刷ジョブに基づいて、封入封緘装置により作成する封書
を構成する用紙に対する画像の印刷を画像形成装置により封書の通単位で行う際に、画像
形成装置において印刷停止を伴う用紙搬送等のエラーが発生した場合に、印刷再開に際し
て有効な情報を提示することができる。
【００１７】
　即ち、請求項１に記載した本発明の画像形成装置によれば、用紙の搬送エラーが発生す
ると、その搬送エラーの内容に基づいて、報知すべき封書の通が特定される。例えば、発
生した搬送エラーがジャムである場合は、ジャムにより排出されなかった用紙を用いる封
書が封入封緘装置で作成されなくなり、その封書に用いられる用紙を印刷の再開後に全て
印刷し直さなければならないので、その封書の通が報知対象の通として特定される。
【００１８】
　そして、特定された報知対象の通の封書を構成する用紙の画像から読み取った通識別用
コードの通識別情報に対応する印刷内容情報がディスプレイに表示される。したがって、
ディスプレイに表示された印刷内容情報から、発生した搬送エラーの内容に応じた通の封
書やその封書を構成する用紙を特定することができる。これにより、例えば、搬送エラー
解消後に印刷を再開する際にどの封書の用紙から印刷を再開するか等の、印刷再開に際し
て有効な情報を提示することができる。
【００１９】
　また、請求項２に記載した本発明の画像形成装置によれば、請求項１に記載した本発明
の画像形成装置において、発生した搬送エラーが用紙の重送である場合、エラー検出手段
による用紙の重送の搬送エラーの検出は、例えば、搬送経路上で同一サイズの用紙につい
てそれぞれ検出した紙厚の比較によって行われる。
【００２０】
　したがって、同じ種類の用紙について先に検出した用紙の紙厚よりも後から検出した用
紙の紙厚が薄かったことで、先に紙厚を検出した用紙に重送が発生したことがエラー検出
手段により検出されると、その時点では、重送された用紙が既に封入封緘装置に対して排
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紙され、重送された用紙を用いて封入封緘装置が封書を作成し終えていることがある。
【００２１】
　そこで、ディスプレイに表示された印刷内容情報によって、重送された用紙を用いて封
入封緘装置が作成した封書を外観から特定できるようにし、その封書を相手に手渡したり
郵便ポスト等に投函する前に、作成済の封筒の中から取り除くことができる。
【００２２】
　なお、請求項５に記載した本発明の画像形成システムによっても、請求項１や請求項２
に記載した画像形成装置と同様の効果を得ることができる。
【００２３】
　さらに、請求項３に記載した本発明の画像形成装置によれば、搬送エラーの対象用紙の
前に封入封緘装置に排紙された用紙から読み取った次用紙通識別用コードの次用紙通識別
情報に対応する通が、その用紙の通識別用コードの通識別情報に対応する通の次の通であ
れば、通識別用コードの通識別情報に対応する通の用紙は全て、搬送エラーの対象用紙の
前に封入封緘装置に排紙され、その通の封書が封入封緘装置で作成されていることになる
。
【００２４】
　一方、搬送エラーの対象用紙の前に封入封緘装置に排紙された用紙から読み取った次用
紙通識別用コードの次用紙通識別情報に対応する通が、その用紙の通識別用コードの通識
別情報に対応する通と同じ通であれば、通識別用コードの通識別情報に対応する通の用紙
の一部が搬送エラーの対象用紙であり、その通の封書は封入封緘装置で作成されていない
ことになる。
【００２５】
　そこで、封入封緘装置に排紙された最後の用紙から読み取った通識別用コードの通識別
情報と次用紙通識別用コードの次用紙通識別情報とが一致する場合は、ディスプレイに表
示させる通を搬送エラーの直前に排紙された用紙を用いて作成する封書の通とし、一致し
ない場合は、ディスプレイに表示させる通を搬送エラーの直前に排紙された用紙を用いて
作成する封書の次の通として、搬送エラーの解消後に再開する印刷で最初に印刷する通の
印刷内容情報を適切にディスプレイで表示させることができる。
【００２６】
　なお、請求項４に記載した本発明の画像形成装置によれば、請求項３に記載した本発明
の画像形成装置において、請求項２に記載した本発明の画像形成装置と同様の効果を得る
ことができる。また、請求項６に記載した本発明の画像形成システムによっても、請求項
３や請求項４に記載した画像形成装置と同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施形態に係る画像形成システムと封入封緘装置とで構成される封入封
緘システムの説明図である。
【図２】図１の画像形成装置及びクライアント端末の制御系の構成を示すブロック図であ
る。
【図３】（ａ）は図１のクライアント端末において生成される通毎の原稿データの説明図
、（ｂ）は（ａ）の通識別情報に対応する通の封筒用紙に印刷される宛先の情報を対応付
けた通別印刷内容テーブルの説明図である。
【図４】図１の封入封緘装置の説明図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る画像形成システムにおける画像形成装置の画像形成
コントローラの制御に基づいたエラー発生時の処理の手順を示すフローチャートである。
【図６】（ａ）は図５の手順において画像形成コントローラがＲＡＭに記憶させるシート
管理情報の説明図、（ｂ）は同じく通管理情報の説明図である。
【図７】図５の手順によって画像形成装置の図２のディスプレイに表示されるエラー発生
状態のステータス画面の説明図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る画像形成システムにおける画像形成装置の画像形成
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コントローラの制御に基づいたエラー発生時の処理の手順を示すフローチャートである。
【図９】図８の手順において画像形成装置の図２のディスプレイに表示されるエラー発生
状態のステータス画面の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
＜封入封緘システムの構成＞
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。なお、説明中において、
「上流」とは、内容物用紙Ｐ１等の搬送方向から見て上流のことをいい、「下流」とは、
内容部用紙等の搬送方法から見て下流のことをいい、図中において、「Ｌ」は、左方向、
「Ｒ」は、右方向をそれぞれ指している。
【００２９】
　まず、後述する本発明の第１実施形態及び第２実施形態に共通する封入封緘システムの
概略構成を、図１を参照して説明する。
【００３０】
　図１に示す封入封緘システム１は、画像形成システム２と封入封緘装置５とを有してい
る。画像形成システム２は、画像形成装置３とクライアント端末１００とを有している。
【００３１】
　画像形成装置３は、複数枚の内容物用紙Ｐ１及び封筒用紙Ｐ２に印刷を行う。封入封緘
装置５は、印刷済みの複数枚の内容物用紙Ｐ１及び封筒用紙Ｐ２から内容物Ｂ及び封筒Ｅ
をそれぞれ形成し、内容物Ｂを封入した状態で封筒Ｅを封緘して、封書Ｍを作成する。
【００３２】
　画像形成装置３での内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２への印刷は、画像形成装置３に接続
されたパーソナルコンピュータ等のクライアント端末１００から入力される印刷ジョブに
基づいて実行される。封入封緘装置５による封書Ｍの作成は、画像形成装置３から入力さ
れる印刷ジョブの封入封緘に関する属性情報に基づいて実行される。
【００３３】
＜クライアント端末の構成＞
　クライアント端末１００は、図２に示すように、ＲＯＭ１１７に格納された制御プログ
ラムに基づいて各種の処理を実行するＣＰＵ１１６を有している。また、ＣＰＵ１１６に
は、ワーキングエリアとして機能するＲＡＭ１１８と、キーボードやマウス等から構成さ
れる入力部１１９と、液晶ディスプレイ等から構成される出力部１２０と、外部記憶装置
１２１と、ディスクドライブ１２２とが接続されている。
【００３４】
　外部記憶装置１２１には、文書、画像等の印刷画像を含む原稿データを生成するための
アプリケーションプログラムの格納領域や、画像形成装置３のプリンタドライバプログラ
ムの格納領域、その他各種アプリケーションプログラムの格納領域が確保されている。ま
た、外部記憶装置１２１には、アプリケーションプログラムを用いて生成された原稿デー
タや、原稿データの印刷画像を所定の印刷設定情報に従って印刷用のイメージデータに変
換処理した印刷データを格納するデータベース領域も確保されている。
【００３５】
　ここで、印刷設定情報とは、例えば、原稿データのサイズ、解像度の情報や、印刷に使
用する内容物用紙Ｐ１及び封筒用紙Ｐ２（図１参照）のサイズ（Ａ４、Ａ３、Ｂ４、Ｂ５
等）や向き（縦、横）、紙質（例えば、坪量が大きい厚手の用紙、坪量が小さい薄手の用
紙等）等の印刷用紙設定の情報を含む、印刷処理に必要な情報である。また、この印刷設
定情報には、バリアブル印刷等の印刷モードや、封入封緘処理等のフィニッシング処理に
関する情報も含まれている。
【００３６】
　ＣＰＵ１１６は、プロセッサやメモリその他の周辺装置によって構成される演算装置で
あり、入力部１１９から入力される起動要求にしたがって外部記憶装置１２１のアプリケ
ーションプログラムを起動させる。また、ＣＰＵ１１６は、入力部１１９からのパラメー
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タ入力等により指示された画像を示す原稿データを、起動されたアプリケーションプログ
ラム上において生成する。生成された原稿データは出力部１２０において表示出力され、
また、入力部１１９から保存要求が入力された場合には、外部記憶装置１２１のデータベ
ース領域に記憶される。
【００３７】
　外部記憶装置１２１のデータベース領域に記憶された原稿データは、アプリケーション
プログラムの起動中に入力部１１９からの読み出し要求が入力された場合に、外部記憶装
置１２１から読み出される。読み出された原稿データの印刷画像は、出力部１２０に表示
出力することができ、また、アプリケーションプログラム上において加工して新たな原稿
データに生成し直すこともできる。
【００３８】
　図３（ａ）は、アプリケーションプログラム上で生成される原稿データの一例を示す説
明図である。
【００３９】
　図３（ａ）に示す原稿データは、社内で社員に配布する封書Ｍに関する原稿データの例
であり、この例では、社内で各社員に配布する１通の封書Ｍが２枚の内容物用紙Ｐ１と１
枚の封筒用紙Ｐ２とで構成される。そして、２枚の内容物用紙Ｐ１には、各社員にそれぞ
れ通知する個別の通知文Ｃ１が印刷される。また、１枚の封筒用紙Ｐ２には、社員の氏名
と社員番号とを含む各封書Ｍの宛先Ｃ２が印刷される。
【００４０】
　したがって、原稿データは、各通の２枚の内容物用紙Ｐ１と１枚の封筒用紙Ｐ２とにそ
れぞれ印刷する通知文Ｃ１や宛先Ｃ２の画像のデータを、全通分有している。
【００４１】
　なお、各内容物用紙Ｐ１及び各封筒用紙Ｐ２には、必要に応じて、通知文Ｃ１や宛先Ｃ
２と共に、最大３種類のバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５が印刷される。その場合、原
稿データは、各バーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５を含む通知文Ｃ１や宛先Ｃ２の画像の
データを、全通分有することになる。
【００４２】
　ここで、バーコードｂｃ１（請求項中の通識別用コードに相当）は、バーコードｂｃ１
を印刷する内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２を用いて作成する封書Ｍが何通目の封書Ｍであ
るかを識別するための通識別情報（通ＩＤ）を、バーコード化したものである。
【００４３】
　また、バーコードｂｃ３（請求項中の次用紙通識別用コードに相当）は、バーコードｂ
ｃ３を印刷する内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の次に画像形成装置３において搬送、印刷
、排紙される内容物用紙Ｐ１又は封筒用紙Ｐ２を用いる封書Ｍが、何通目の封書Ｍである
かを識別するための次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ）を、バーコード化したものである
。
【００４４】
　したがって、２枚の内容物用紙Ｐ１にそれぞれ印刷されるバーコードｂｃ３の次用紙通
識別情報（次用紙通ＩＤ）が表す通は、次に画像形成装置３において搬送、印刷、排紙さ
れるのが同じ封書Ｍの作成に用いるもう１枚の内容物用紙Ｐ１又は封筒用紙Ｐ２であるた
め、上述したバーコードｂｃ１の通識別情報が表すのと同じ通となる。
【００４５】
　一方、封筒用紙Ｐ２に印刷されるバーコードｂｃ３の次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ
）が表す通は、次に画像形成装置３において搬送、印刷、排紙されるのが次の封書Ｍの作
成に用いる内容物用紙Ｐ１であるため、上述したバーコードｂｃ１の通識別情報が表す通
の次の通となる。
【００４６】
　さらに、バーコードｂｃ５は、１つの印刷ジョブの実行中に画像形成装置３で搬送、印
刷、排紙される内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の通算枚数を示す通算枚数情報（シートＩ



(10) JP 6346818 B2 2018.6.20

10

20

30

40

50

Ｄ）を、バーコード化したものである。
【００４７】
　これらのバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５は、画像形成装置３における印刷後に内容
物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の搬送経路上で１つのバーコードリーダで順次読み込めるよう
に、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の搬送方向（例えば、長辺方向）に間隔をおいて配置
される。
【００４８】
　上述したようなバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５を必要に応じて含む通知文Ｃ１や宛
先Ｃ２の画像の原稿データを原稿アプリケーションプログラム等で生成したＣＰＵ１１６
は、原稿データの印刷要求が入力された場合に、プリンタドライバプログラムをＣＰＵ１
１６上で実行させることでＣＰＵ１１６上にプリンタドライバ１４０を仮想的に構築する
。そして、プリンタドライバ１４０によって原稿データから印刷データを生成し、その印
刷データを含む印刷ジョブを画像形成装置３に出力させる。
【００４９】
　なお、原稿アプリケーションプログラムで生成した原稿データが、通識別情報をバーコ
ード化したバーコードｂｃ１の画像を含む場合、ＣＰＵ１１６は、その原稿データの印刷
データを含む印刷ジョブを画像形成装置３に出力する際に、これとは別に通別印刷内容テ
ーブルを生成して画像形成装置３に出力する。
【００５０】
　ここで、図３（ｂ）に示すように、通別印刷内容テーブルＴは、各通の内容物用紙Ｐ１
や封筒用紙Ｐ２に印刷されるバーコードｂｃ１の通識別情報（通ＩＤ）と、その通識別情
報に対応する通の封書Ｍの封筒用紙Ｐ２に印刷される宛先Ｃ２（請求項中の印刷内容情報
に相当）とを関連づけたテーブルである。この通別印刷内容テーブルは、原稿アプリケー
ションプログラム上でＣＰＵ１１６が実行する処理によって生成される。
【００５１】
　プリンタドライバ１４０は、クライアント端末１００に接続された画像形成装置３を制
御するために、クライアント端末１００上で実行されるデータ変換プログラムである。こ
のプリンタドライバ１４０は、原稿アプリケーション等が生成した印刷画像を有する原稿
データを取得し、所定の印刷設定情報に従ってビットマップデータ形式の印刷データを生
成する。そして、生成した印刷データと上述した印刷設定情報とを含む印刷ジョブを、外
部インターフェイス部１１５から画像形成装置３の後述する画像形成コントローラ３７の
外部インターフェイス部３７ａに出力する。
【００５２】
　以上に説明した処理をＣＰＵ１１６に実行させるためのプリンタドライバプログラム及
び各種のアプリケーションプログラムは、クライアント端末１００のディスクドライブ１
２２により光学ディスク等のディスク状記録媒体１５０から読み取って、外部記憶装置１
２１にインストールする（記憶させる）ことができる。
【００５３】
＜画像形成装置の構成＞
　画像形成装置３は、図１に示すように、筐体７内の内容物用紙給紙部１５の給紙トレイ
１７から給紙ローラ１９により給紙搬送路２１の分岐部分２１ａに給紙され、さらに、レ
ジストローラ３０及び搬送ベルト１４により印刷搬送路１３に給紙される内容物用紙Ｐ１
に、印刷部９において、内容物画像データに基づいた印刷を行う。
【００５４】
　また、画像形成装置３は、印刷部９において、封筒用紙給紙部２３の給紙トレイ２５か
ら給紙ローラ２７により給紙搬送路２９に給紙され、さらに、レジストローラ３０及び搬
送ベルト１４により印刷搬送路１３に給紙される封筒用紙Ｐ２に、封筒画像データに基づ
いた印刷を行う。
【００５５】
　両面印刷の場合は、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２が排紙トレイ３１内のスイッチバッ
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ク搬送路３３で反転されて、レジストローラ３０及び搬送ベルト１４により印刷搬送路１
３に再び給紙される。
【００５６】
　印刷搬送路１３に給紙された内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の紙厚は、レジストローラ
３０の下流側に配置された紙厚センサ３４によって検出される。紙厚センサ３４は、例え
ば、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の紙面で反射した超音波や光を受信する反射型センサ
や、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２を透過した光を受光する透過型センサを用いることが
できる。
【００５７】
　また、画像形成装置３内における搬送中の内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の紙詰まり（
ジャム）は、ジャムセンサ３６によって検出される。ジャムセンサ３６は、便宜上１つの
ブロックで示しているが、実際には複数のセンサによって構成され、内容物用紙Ｐ１や封
筒用紙Ｐ２が紙詰まりを起こし得る各箇所にそれぞれ配置されている。
【００５８】
　印刷部９における内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２への通知文Ｃ１や宛先Ｃ２、バーコー
ドｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５の印刷には、Ｃ（シアン）、Ｋ（ブラック）、Ｍ（マゼンタ）
、Ｙ（イエロー）の各色のインクを吐出する複数のライン型のインクヘッド１１Ａ，１１
Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄが用いられる。
【００５９】
　印刷後の内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２は、連絡搬送路３５を介して封入封緘装置５に
受け渡される。この内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２にバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５
が印刷されている場合は、連絡搬送路３５に沿って配置したバーコードリーダ３８（請求
項中のコード読取手段に相当）によってそのバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５を読み取
ることができる。バーコードリーダ３８が読み取ったバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５
の内容は画像形成コントローラ３７に通知される。
【００６０】
　なお、画像形成装置３の操作メニューや、エラー発生等の画像形成装置３で発生する各
種状態を報知するステータス画面は、画像形成装置３の筐体７の上部に設けられた操作パ
ネル部３９のディスプレイ３９ａ（図２参照）において適宜表示される。
【００６１】
　画像形成コントローラ３７は、図２に示すように、ローカルエリアネットワークＬＡＮ
を介してクライアント端末１００と接続される外部インターフェイス部３７ａを有してい
る。クライアント端末１００から画像形成コントローラ３７は、印刷画像の印刷ジョブを
受け取る。
【００６２】
　画像形成コントローラ３７は、受け取った印刷ジョブの印刷データにより印刷画像のラ
スタデータを生成し、ビットマップ展開する。また、画像形成コントローラ３７は、受け
取った印刷ジョブの印刷データがベクターデータであるときに、ベクターデータからラス
タデータへのＲＩＰ変換を行った後、ビットマップ展開する。画像形成装置３は、印刷ジ
ョブにおいて指定された条件で、印刷画像の印刷を印刷部９において実行する。
【００６３】
　印刷部９に印刷動作を行わせる画像形成コントローラ３７は、ＣＰＵ３７ｂを備える。
このＣＰＵ３７ｂは、ＲＯＭ３７ｃに格納されているプログラム及び設定情報に基づいて
、印刷部９の動作の他、画像形成装置３内の内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の搬送系１０
の動作を制御する。搬送系１０は、内容物用紙給紙部１５や封筒用紙給紙部２３の給紙搬
送路２１，２９や、レジストローラ３０、搬送ベルト１４、印刷搬送路１３、スイッチバ
ック搬送路３３等、画像形成装置３内の内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２を搬送する全ての
搬送系を含んでいる。
【００６４】
　また、ＣＰＵ３７ｂには、紙厚センサ３４、ジャムセンサ３６、バーコードリーダ３８
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、操作パネル部３９（図１参照）のディスプレイ３９ａが接続される。ディスプレイ３９
ａはタッチパネル機能を有しており、タッチパネルのタッチ操作はＣＰＵ３７ｂによって
認識される。
【００６５】
　そして、ＣＰＵ３７ｂは、紙厚センサ３４が検出する内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の
紙厚を、前回検出した同じ種類の内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の紙厚と比較し、一方よ
りも他方が一定量以上大きい場合に、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の重送として検出す
る。このため、例えば、最初の通の封筒用紙Ｐ２の重送は、次の通の封筒用紙Ｐ２の紙厚
を紙厚センサ３４が検出した後に検出される。
【００６６】
　また、ＣＰＵ３７ｂは、ジャムセンサ３６が一定時間以上内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ
２を検出し続けると、そのジャムセンサ３６を配置した箇所における内容物用紙Ｐ１や封
筒用紙Ｐ２の紙詰まり（ジャム）の発生を検出する。
【００６７】
　このように内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の重送や紙詰まり（ジャム）を検出すると、
ＣＰＵ３７ｂは、画像形成装置３における内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の搬送及び印刷
を停止させる。これと共に、エラー発生による印刷停止を封入封緘装置５の封入封緘コン
トローラ４０１に通知し、エラー発生状態を報知するステータス画面を操作パネル部３９
のディスプレイ３９ａに表示させる。
【００６８】
　なお、画像形成コントローラ３７にはＲＡＭ３７ｄが設けられている。ＲＡＭ３７ｄに
はフレームメモリ領域が設けられている。このフレームメモリ領域には、クライアント端
末１００から画像形成コントローラ３７に入力された印刷ジョブによってＣＰＵ３７ｂが
生成する印刷画像のラスタデータが、印刷部９に出力されるまでの間、一時的に記憶され
る。
【００６９】
　また、画像形成コントローラ３７には外部記憶装置３７ｅが設けられており、この外部
記憶装置３７ｅはＣＰＵ３７ｂに接続されている。外部記憶装置３７ｅには、上述したＲ
ＡＭ３７ｄから転送された未処理の印刷ジョブを記憶し蓄積する領域や、印刷処理後の印
刷ジョブを選択的に記憶し保存する領域が設けられている。
【００７０】
＜封入封緘装置の構成＞
　封入封緘装置５は、画像形成装置３の連絡搬送路３５から受け渡された印刷済の内容物
用紙Ｐ１及び封筒用紙Ｐ２を、筐体４１の導入搬送路４３に受け入れる。受け入れた内容
物用紙Ｐ１は内容物用紙搬送路４５に、封筒用紙Ｐ２は封筒用紙搬送路４７に、それぞれ
振り分けて搬送される。
【００７１】
　内容物用紙搬送路４５に搬送された内容物用紙Ｐ１は、図４に示すように、整合部５１
の整合ゲート（待機ゲート）５３で複数枚ずつ集積、整合され、内容物形成部５５におい
て、折り曲げ箇所Ｐ１ａ，Ｐ１ｂで適宜折り曲げられて内容物Ｂとされる。折り曲げ後の
内容物Ｂは、搬送ローラ７２によって封筒形成部８５に搬送される。
【００７２】
　封筒用紙搬送路４７に搬送された封筒用紙Ｐ２は、前折り部７３において、折り曲げ箇
所Ｐ２ａで適宜前折りされて、搬送ローラ７４，７６により封筒形成部８５に搬送される
。その際、前折りされた封筒用紙Ｐ２の折り曲げ箇所Ｐ２ａの内側には、搬送ローラ７２
によって封筒形成部８５に搬送される内容物Ｂが挿入される。
【００７３】
　折り曲げ箇所Ｐ２ａに内容物Ｂを内包した封筒用紙Ｐ２は、封筒形成部８５において、
主折りローラ８７、導入ローラ８９及び最終折りローラ９５によって、折り曲げ箇所Ｐ２
ｂで折り曲げられる。これにより、内部に内容物Ｂを封入した封筒Ｅが形成される。形成
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された封筒Ｅは、封筒形成部８５から封筒搬送路４９に搬送される。
【００７４】
　封筒搬送路４９は、筐体４１の上部の封書排出部９２まで延びている。封筒搬送路４９
は、不図示の搬送ローラ対を用いて、封筒Ｅを封書排出部９２に搬送する。
【００７５】
　封筒搬送路４９の途中には、封緘部８６が設けられている。封緘部８６は、封筒形成部
８５から送り出された封筒Ｅを封緘するものである。封緘部８６は、封筒Ｅの開口した両
端部を挟持して押圧する封緘ローラ対８８を備えている。封緘ローラ対８８は、不図示の
モータの駆動により回転可能である。封緘ローラ対８８により押圧された封筒Ｅの両端部
は、封筒用紙Ｐ２の感圧接着剤部や再湿糊部（図示せず）の接着作用によって封緘される
。したがって、封書排出部９２には封緘された封書Ｍが排出される。
【００７６】
　上述した構成による封入封緘装置５の動作は、筐体４１内に収容した封入封緘コントロ
ーラ４０１によって制御される。この封入封緘コントローラ４０１には、画像形成装置３
の画像形成コントローラ３７のＣＰＵ３７ｂから内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の印刷停
止が通知される。
【００７７】
　この通知を受けた封入封緘コントローラ４０１は、封書Ｍを構成する２枚の内容物用紙
Ｐ１と１枚の封筒用紙Ｐ２とを全て画像形成装置３から受け入れている場合は、それらを
用いて封書Ｍを作成し、そうでない場合は、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２を用いた封書
Ｍの作成を停止させる。
【００７８】
　以上のように構成された封入封緘システム１では、クライアント端末１００からの印刷
ジョブに基づき画像形成装置３が内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２に通知文Ｃ１や宛先Ｃ２
の画像、及び、必要に応じて３種類のバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５の一部又は全部
の画像を印刷する。これらが印刷された内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２は、封入封緘装置
５においてそれぞれ内容物Ｂや封筒Ｅに折り曲げ加工され、さらに封入封緘加工されて、
封書Ｍとされる。
【００７９】
＜第１実施形態＞
　次に、上述した封入封緘システム１の画像形成システム２に適用される、本発明の第１
実施形態に係る画像形成システムについて説明する。
【００８０】
　まず、画像形成装置３の画像形成コントローラ３７のＣＰＵ３７ｂがジャムセンサ３６
により内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の紙詰まり（ジャム）の発生を検出すると、画像形
成装置３における内容物用紙Ｐ１が封筒用紙Ｐ２の搬送及び印刷が停止される。したがっ
て、停止時点で画像形成装置３から封入封緘装置５に受け渡されていない内容物用紙Ｐ１
や封筒用紙Ｐ２は、通単位で印刷し直す必要がある。
【００８１】
　そこで、本実施形態の画像形成システム２では、クライアント端末１００において、通
識別情報（通ＩＤ）をバーコード化したバーコードｂｃ１と、次用紙通識別情報（次用紙
通ＩＤ）をバーコード化したバーコードｂｃ３と、通算枚数情報（シートＩＤ）をバーコ
ード化したバーコードｂｃ５とを含む、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の原稿データを生
成する。そして、その原稿データを印刷データとして含む印刷ジョブを画像形成装置３に
出力する際に、図３（ｂ）の通別印刷内容テーブルを生成してクライアント端末１００か
ら画像形成装置３に出力する。
【００８２】
　一方、画像形成装置３では、図５のフローチャートに示すように、画像形成コントロー
ラ３７のＣＰＵ３７ｂが、まず、印刷ジョブの入力を確認し（ステップＳ１）、入力した
場合は（ステップＳ１でＹＥＳ）、印刷処理を開始する（ステップＳ３）。この印刷処理



(14) JP 6346818 B2 2018.6.20

10

20

30

40

50

では、画像形成装置３内における内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の図３（ａ）に示す順序
による搬送と印刷部９における印刷が行われる。
【００８３】
　印刷処理の開始後、ＣＰＵ３７ｂは、連絡搬送路３５から封入封緘装置５に受け渡され
る内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２からバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５を読み取る（ス
テップＳ５）。そして、ＣＰＵ３７ｂは、読み取ったバーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５
からシート管理情報及び通管理情報を生成し、ＲＡＭ３７ｄに記憶させる（ステップＳ７
）。
【００８４】
　ここで、シート管理情報は、図６（ａ）に示すように、読み取ったバーコードｂｃ５の
通算枚数情報（シートＩＤ）に「印刷済み」のステータスを対応付けたテーブルである。
また、通管理情報は、図６（ｂ）に示すように、読み取ったバーコードｂｃ５の通算枚数
情報（シートＩＤ）に、同じ用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）から読み取ったバー
コードｂｃ１の通識別情報（通ＩＤ）及びバーコードｂｃ３の次用紙通識別情報（次用紙
通ＩＤ）を対応付けたテーブルである。
【００８５】
　続いて、ＣＰＵ３７ｂは、ジャムセンサ３６によって内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の
紙詰まり（ジャム）の発生が検出されたか否かを確認し（ステップＳ９）、ジャムが発生
していない場合は（ステップＳ９でＮＯ）、印刷処理が終了する（ステップＳ１１でＹＥ
Ｓ）まで（ステップＳ１１でＮＯ）、ステップＳ５にリターンする。
【００８６】
　一方、ステップＳ９でジャムが発生した場合（ＹＥＳ）は、ＣＰＵ３７ｂは、通算枚数
情報（シートＩＤ）の最も大きいバーコードｂｃ５がバーコードリーダ３８によって読み
取られた、封入封緘装置５に最後に受け渡された用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）
を、図６（ａ）のシート管理情報から特定する（ステップＳ１３）。
【００８７】
　そして、ＣＰＵ３７ｂは、図６（ｂ）の通管理情報において、ステップＳ１３で特定し
た用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）の通算枚数情報（シートＩＤ）に対応付けられ
ている通識別情報（通ＩＤ）及び次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ）が、同じ通を表すも
のであるか否かを確認する（ステップＳ１５）。
【００８８】
　通識別情報（通ＩＤ）と次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ）とが同じ通を表すものであ
る場合は（ステップＳ１５でＹＥＳ）、ＣＰＵ３７ｂは、ジャム解消後に印刷を再開する
際の最初の通を、通識別情報（通ＩＤ）の表す通に設定し（ステップＳ１７）、後述する
ステップＳ２１に進む。
【００８９】
　これに対し、通識別情報（通ＩＤ）と次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ）とが同じ通を
表すものでない場合は（ステップＳ１５でＮＯ）、ＣＰＵ３７ｂは、ジャム解消後に印刷
を再開する際の最初の通を、次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ）の表す通に設定して（ス
テップＳ１９）、ステップＳ２１に進む。
【００９０】
　ステップＳ２１では、印刷再開後に最初に印刷する通（通ＩＤの表す通又は次用紙通Ｉ
Ｄの表す通）の封筒用紙Ｐ２に印刷する宛先Ｃ２の内容を、図３（ｂ）に示すクライアン
ト端末１００からの通別印刷内容テーブルＴから特定する。そして、図７に示すように、
特定した宛先Ｃ２の内容をディスプレイ３９ａに、エラー発生状態のステータス画面とし
て表示させる。
【００９１】
　このように構成された第１実施形態の画像形成システム２によれば、画像形成装置３に
おいてジャムが発生すると、ジャムによって画像形成装置３から封入封緘装置５に受け渡
されなかった用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）によって作成される封書Ｍの通が特
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定される。そして、特定された通のうち一番最初の通の封書Ｍを構成する封筒用紙Ｐ２に
印刷される宛先Ｃ２が、印刷再開する最初の通の情報としてディスプレイ３９ａに表示さ
れる。
【００９２】
　したがって、ディスプレイ３９ａに表示された宛先Ｃ２から、発生したジャムの対象の
用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）によって作成される封書Ｍを特定し、例えば、ジ
ャム解消後に印刷を再開する際にどの封書Ｍの用紙から印刷を再開するかという、印刷再
開に際して有効な情報を提示することができる。
【００９３】
　なお、上述した実施形態では、ジャムセンサ３６によりジャムが発生された場合を例に
取って説明したが、それ以外の原因で、用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）の搬送に
関するエラーが発生した場合にも、同様の処理を行うことができる。
【００９４】
　例えば、画像形成装置３が停電によって動作停止した場合は、停電の復旧により画像形
成装置３の通電が再開された時点で、エラーが発生したものとして、図５のフローチャー
トにおけるステップＳ９で紙詰まり（ジャム）が発生した場合（ＹＥＳ）と同様に、ステ
ップＳ１３以降の処理を行えばよい。
【００９５】
　そうすることで、停電の復旧後に印刷再開する最初の通を、ディスプレイ３９ａに表示
されるエラー発生状態のステータス画面において、封書Ｍに印刷される宛先Ｃ２によって
報知することができる。
【００９６】
＜第２実施形態＞
　続いて、上述した封入封緘システム１の画像形成システム２に適用される、本発明の第
２実施形態に係る画像形成システムについて説明する。
【００９７】
　まず、画像形成装置３の画像形成コントローラ３７のＣＰＵ３７ｂが紙厚センサ３４を
用いて行う重送検出では、例えば、最初の通の封筒用紙Ｐ２の重送は、次の通の封筒用紙
Ｐ２の紙厚が紙厚センサ３４で検出されるまで検出できない。そして、最初の通の封筒用
紙Ｐ２の重送が検出された頃には、重送された最初の通の封筒用紙Ｐ２は既に封入封緘装
置５に受け渡され、先に受け渡された２枚の内容物用紙Ｐ１と共に、封入封緘装置５にお
いて封書Ｍにされている可能性がある。
【００９８】
　封書排出部９２に排出された封書Ｍは、その数が増えるにつれて排出順に整列した状態
を保たなくなるので、その中で、重送された封筒用紙Ｐ２を用いた封書Ｍを特定すること
は難しい。また、封書排出部９２に前回の印刷ジョブで作成した封書Ｍが残っている場合
にも、重送された封筒用紙Ｐ２を用いた封書Ｍの特定は困難となる。
【００９９】
　そこで、本実施形態の画像形成システム２では、クライアント端末１００において、通
識別情報（通ＩＤ）をバーコード化したバーコードｂｃ１と、通算枚数情報（シートＩＤ
）をバーコード化したバーコードｂｃ５とを含む、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の原稿
データを生成する。そして、その原稿データを印刷データとして含む印刷ジョブを画像形
成装置３に出力する際に、図３（ｂ）の通別印刷内容テーブルを生成してクライアント端
末１００から画像形成装置３に出力する。
【０１００】
　一方、画像形成装置３では、図５のフローチャートに示すように、画像形成コントロー
ラ３７のＣＰＵ３７ｂが、まず、印刷ジョブの入力を確認し（ステップＳ３１）、入力し
た場合は（ステップＳ３１でＹＥＳ）、印刷処理を開始する（ステップＳ３３）。この印
刷処理では、画像形成装置３内における内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の図３（ａ）に示
す順序による搬送と印刷部９における印刷が行われる。
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【０１０１】
　印刷処理の開始後、ＣＰＵ３７ｂは、連絡搬送路３５から封入封緘装置５に受け渡され
る内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２からバーコードｂｃ１，ｂｃ５を読み取る（ステップＳ
３５）。そして、ＣＰＵ３７ｂは、読み取ったバーコードｂｃ１，ｂｃ５からシート管理
情報及び通管理情報を生成し、ＲＡＭ３７ｄに記憶させる（ステップＳ３７）。
【０１０２】
　ここで、シート管理情報は、図６（ａ）に示す第１実施形態のシート管理情報と同じ内
容である。また、通管理情報は、図６（ｂ）に示す第１実施形態の通管理情報から、バー
コードｂｃ３の次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ）の対応付け部分を省略したテーブルで
ある。即ち、本実施形態の通管理情報は、読み取ったバーコードｂｃ５の通算枚数情報（
シートＩＤ）に、同じ用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）から読み取ったバーコード
ｂｃ１の通識別情報（通ＩＤ）を対応付けたテーブルである。
【０１０３】
　続いて、ＣＰＵ３７ｂは、ジャムセンサ３６によって内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の
重送の発生が検出されたか否かを確認し（ステップＳ３９）、重送が発生していない場合
（ステップＳ３９でＮＯ）、印刷処理が終了していなければ（ステップＳ４１でＮＯ）、
ステップＳ３５にリターンし、印刷処理が終了すれば（ステップＳ４１でＹＥＳ）、一連
の処理を終了する。
【０１０４】
　一方、ステップＳ３９で重送が発生した場合（ＹＥＳ）は、ＣＰＵ３７ｂは、重送検出
の際に紙厚を比較した紙厚センサ３４による２つの紙厚検出対象の用紙（同じ種類）のう
ち、重送を検出した対象の用紙を特定する（ステップＳ４３）。
【０１０５】
　そして、ＣＰＵ３７ｂは、図６（ａ）のシート管理情報において、ステップＳ４３で特
定した重送対象の用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）及びそれ以降の用紙の通算枚数
情報（シートＩＤ）のうち、「印刷済み」のステータスが対応付けられている通算枚数情
報（シートＩＤ）の用紙を抽出する（ステップＳ４５）。
【０１０６】
　さらに、ＣＰＵ３７ｂは、図６（ｂ）の通管理情報において、ステップＳ４５で抽出し
た用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）の通算枚数情報（シートＩＤ）に対応付けられ
ている通識別情報（通ＩＤ）を、封入封緘装置５の封書排出部９２から除去する対象の封
書Ｍの通に設定する（ステップＳ４７）。
【０１０７】
　続いて、ＣＰＵ３７ｂは、封入封緘装置５の封書排出部９２から除去する対象の封書Ｍ
の通の封筒用紙Ｐ２に印刷する宛先Ｃ２の内容を、図３（ｂ）に示すクライアント端末１
００からの通別印刷内容テーブルＴから特定する。そして、特定した宛先Ｃ２の内容を用
いてディスプレイ３９ａに、エラー発生状態のステータス画面として表示させる（ステッ
プＳ４９）。
【０１０８】
　ここで、封書排出部９２から除去する対象の封書Ｍのうち最初の通は、印刷再開後に印
刷し直す必要のある最初の通でもある。そこで、本実施形態では、図９に示すように、デ
ィスプレイ３９ａに表示させるエラー発生状態のステータス画面において、封書排出部９
２から除去する対象の通の封書Ｍを構成する封筒用紙Ｐ２に印刷される宛先Ｃ２の内容を
表示する。これと共に、ステータス画面において、除去対象の通のうち通識別情報（通Ｉ
Ｄ）が最も小さい通の封書Ｍを構成する封筒用紙Ｐ２に印刷される宛先Ｃ２の内容を、印
刷再開後に最初に印刷する通として表示する。
【０１０９】
　このように構成された第２実施形態の画像形成システム２によれば、画像形成装置３に
おいて、内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２が複数枚重なったまま搬送される重送が発生した
場合に、重送された用紙（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）を用いて作成された封書Ｍの
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宛先Ｃ２が、ディスプレイ３９ａのステータス画面に表示される。
【０１１０】
　このため、封入封緘装置５の封書排出部９２に排出された封書Ｍから、重送された用紙
（内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２）を用いて作成された封書Ｍを容易に選び、確実に除去
することができる。
【０１１１】
　なお、上述した各実施形態では、バーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５を内容物用紙Ｐ１
と封筒用紙Ｐ２との両方に印刷するものとした。しかし、画像形成装置３から封入封緘装
置５に受け渡したことを認識する必要のある用紙が内容物用紙Ｐ１や封筒用紙Ｐ２の一部
だけでもよい場合は、認識する必要のある用紙だけに、必要な種類のバーコードｂｃ１，
ｂｃ３，ｂｃ５を印刷するものとしてもよい。
【０１１２】
　また、通識別情報（通ＩＤ）や次用紙通識別情報（次用紙通ＩＤ）、通算枚数情報（シ
ートＩＤ）は、バーコードｂｃ１，ｂｃ３，ｂｃ５以外のコードでコード化してもよい。
例えば、ＱＲコード（株式会社デンソーウェーブの登録商標）等の二次元コードでコード
化してもよく、複数の情報（ＩＤ）を１つのコードでコード化してもよい。
【０１１３】
　さらに、本実施形態では、封入封緘装置５と組み合わせて使用する画像形成装置３が、
ワンパスのライン型インクジェットヘッドを有するインクジェット方式の印刷部９を有す
るものである場合を例に取って説明した。しかし、本発明は、シリアルヘッドのインクジ
ェット方式の印刷部を有する画像形成装置や、電子写真方式等インクジェット以外の方式
による画像形成装置と組み合わせて使用する封入封緘装置についても適用可能である。ま
た、封入封緘装置と組み合わせず単体で使用する画像形成装置についてももちろん適用可
能である。
【符号の説明】
【０１１４】
　１　封入封緘システム
　２　画像形成システム
　３　画像形成装置
　５　封入封緘装置
　７　筐体
　９　印刷部
　１０　搬送系
　１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄ　インクヘッド
　１３　印刷搬送路
　１４　搬送ベルト
　１５　内容物用紙給紙部
　１７　給紙トレイ
　１９　給紙ローラ
　２１，２９　給紙搬送路
　２１ａ　分岐部分
　２３　封筒用紙給紙部
　２５　給紙トレイ
　２７　給紙ローラ
　３０　レジストローラ
　３１　排紙トレイ
　３３　スイッチバック搬送路
　３４　紙厚センサ
　３５　連絡搬送路
　３６　ジャムセンサ
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　３７　画像形成コントローラ
　３７ａ　外部インターフェイス部
　３７ｂ，１１６　ＣＰＵ
　３７ｃ，１１７　ＲＯＭ
　３７ｄ，１１８　ＲＡＭ
　３７ｅ，１２１　外部記憶装置
　３８　バーコードリーダ（コード読取手段）
　３９　操作パネル部
　３９ａ　ディスプレイ
　４１　筐体
　４３　導入搬送路
　４５　内容物用紙搬送路
　４７　封筒用紙搬送路
　４９　封筒搬送路
　５１　整合部
　５５　内容物形成部
　７２，７４，７６　搬送ローラ
　７３　前折り部
　７４ａ，７６ａ　駆動ローラ
　７４ｂ，７６ｂ　従動ローラ
　８５　封筒形成部
　８６　封緘部
　８７　主折りローラ
　８８　封緘ローラ対
　８９　導入ローラ
　９２　封書排出部
　９５　最終折りローラ
　１００　クライアント端末
　１１５　外部インターフェイス部
　１１９　入力部
　１２０　出力部
　１２２　ディスクドライブ
　１４０　プリンタドライバ
　１５０　ディスク状記録媒体
　４０１　封入封緘コントローラ
　Ｂ　内容物
　ｂｃ１　バーコード（通識別用コード）
　ｂｃ３　バーコード（次用紙通識別用コード）
　ｂｃ５　バーコード
　Ｃ１　通知文
　Ｃ２　宛先
　Ｅ　封筒
　ＬＡＮ　ローカルエリアネットワーク
　Ｍ　封書
　Ｐ１　内容物用紙
　Ｐ１ａ，Ｐ１ｂ，Ｐ２ａ，Ｐ２ｂ　折り曲げ箇所
　Ｐ２　封筒用紙
　Ｔ　通別印刷内容テーブル
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